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1 は じ め に

雑草生態又はその防除に関する圃場試験では,通常,現
存する雑草量の測定が必要となる。雑草量の測度としては

地上部乾燥量が広く用いられているが,これは非破壊では

測定できず,特に種ごとに測定する場合には多大な労力を

要する。一方,植物群落の構成種の優苫度を示す指数とし
て,被度や常在度,草高等をさまざまに組み合わせた相対
優占度が用いられてきた。これらは非破壊かつ短時間で測

定することが可能であり,乾燥重を推定する測度として利

用可能であれば,極めて有用と考えられる。本研究では
,

被度と草高から算出した優占度指数が,不耕起畑及び慣行

畑で年間を通じて出現する雑草植生を対象として,雑草地

上部の乾燥重の推定値として利用可能かどうかを検証する

とともに,それを用いて,福島市における畑雑草の地上部

乾燥重の季節消長を推定した。

2試 験 方 法

福島市荒井に位置する腐植質黒ボク土及び淡色黒ボク土

の畑に,不耕起で夏作期間,頻繁に刈取除草を行う区 (N
F区),ま れに刈取除草を行う区 (NR区)及び頻繁に耕
紙を行う区 (T区)をそれぞれ設け,1998年 6月 から2000
年 5月 まで処理を継続した。メ1取 りは地際で行い,メ」取っ

た茎葉は放置した。NF区及びNR区 の刈取はそれぞれ
5,6,7,8,9,10,11月及び5,7,9,11月 に,T
区の耕転は5,6,7,9,10,11月 に 1回ずつ行った。
ただし,初年目の1998年については5月 に全区を耕転し

,

各区の処理及び調査は6月 から開始した。試験区は 1区あ

たり16nf(4111× 4111)で ,土壌タイプごとに4反復を設

けた。被度及び草高の調査は 1か月に 1回 処理を行う月

についてはその直前に,各区に2つずつ設けたlmxlm
の方形枠について行った。乾燥量の調査は,被度等の調査
の後,処理直前に,上述した 2つの方形枠の中央付近にそ

れぞれ 1つずつ設けた05m× 05mの方形枠内の地上部を
刈取ることにより行った。処理を行わない月にはこの調査

は行わなかった。出現した全種について被度及び草高それ

ぞれの最大値を100と した相対値を加えて 2で除すること

により拡張積算優占度“
を,被度及び草高をそれぞれ乗 じ

ることにより乗算優占度を算出した。

3 試験結果及び考察

出現種数はNF区,NR区 ,T区でそれぞれ18科61種
,

20科56種 ,16科52種 ,全体では20科70種であった。図 1に ,

出現全種の合計値について乾燥重と被度,拡張積算優占度,
乗算優占度の関係を示した。乾燥重と乗算優占度の関係は

直線的で,相関が最も高かった。被度との関係は直線的で

はない可能性がある。表 1に ,乾燥重との単相関係数を処
理区,土壌タィプ及び調査時期ごとに示した。ほとんどす
べての区分で,乗算優占度は乾燥重と安定して高い相関を

示した。乗算優占度は慣行畑の雑草植生について乾燥重と

の相関が高いことが示されているが1),本研究から, この

ことは,不耕起畑,慣行畑雑草植生の両方について,年間
を通じてあてはまると考えられた。

図 2に ,腐植質黒ボク土における乗算優占度及び乾燥重
の推移を双子葉及び単子葉植物に区分して示した。すべて

の区で,乗算優占度と乾燥重の推移はよく一致した。淡色

黒ボク土の優占度は腐植質黒ボク土に比較して低い傾向が

認められたが,推移パターンは腐植質黒ボク土のそれと同

様であった。NF区 ,NR区はT区に比較して乗算優占度
は高く推移したが,すべての区で 冬期の優占度は夏期に
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図 1 乾燥重 (W)と被度 (C),拡張積算優占度 (E―SDR2)及び乗算優占度 (CXH)の関係。
○,●はそれぞれ刈取除草区 (NF,NR区 ),耕転区 (T区)のデータを示す。
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表 1 処理区,土壌タイプ及び調査時期ごとの乾燥重と被度 (C),拡張積算優占度 (E― SDR2)及 び乗算優占度
(C× H)と の単相関係数

処理区などの区分
単子葉 合

C   E― SDR,  CXH C   E― SDR,  C× H C   E― SDR, ×

処 理 区

ＮＦ

ＮＲ

Ｔ

055'・    069・・・   086
033     062・・   081
073・・・   062・・    078

089・・・   089・・・   088・

088・・・   085・・・   096・

086・・・   095・・・   092・

070・・・   063・・・   083・・・

043     062・・    078・・・

075・・・   074・・・   088・・・

土  壌 腐植質
黒ボク

淡色黒ボク

052・・    076・・・   084・・

080・・・  090・・・  095・・
080・・・  082・・・  089・・・

078'・・   089・・・   091・・・
069・・・   0 78・・・   086・・・

072・・・   0 79・・・   086・・・

調査時期

月

月

月

７

９

１１

年
年

年

089・     098・・・   1 00・・・

001      026     030
092・・    096・・・   099'・・

097・・・   096・・・   099・・・

088・    035     092・・

050     084・     093・・

090・・・   097・・・   099・

065     040     082・

体 060°・・  071・・・  085・・ 079・・・   085・・・   090・・・ 069・・'   074・・・   086・・・
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図2 腐植質黒ボク土における乗算優占度と地上部乾燥重
の推移。
注 ンダ植物の優先度はすべての処理区で 0か極め
て小さかったので省略した。

比較して著しく低かった。すべての区で,双子葉植物の優

占度が相対的に高い期間が長かったが,初夏から秋にかけ

ては単子葉植物の優占度が高くなった。そのほとんどはメ

ヒシバであった。NF区,NR区では2年目の春期に双子

葉植物の優占度が高くなった。特に高かつたのはハルジオ

ンであった。図 3は ,腐植質黒ボク土における乗算優占度

の推移を雑草の生活環ごとに整理しなおしたものである。

淡色黒ポク土の推移パターンは腐植質黒ボク土のそれと同

様であった。 1年目の秋期までは全区で,ほとんどが 1年

草であったが,NF区,NR区では秋以降,多年草の優占
度が次第に高まり,特に2年目以降の春期にはその優占が

著しかった。しかし,夏期には初年目と同じく1年草が優

占した。その多くはメヒンバであった。T区では全期間を

通じてほとんどが一年草であった。

4 ま  と  め

乗算優占度は,不耕起畑,慣行畑雑草植生の両方につい

図3 腐植質黒ポク土における多年草と一年草の乗算優占
度の推移

注 二年草は一年草に含めた。

て,年間を通じて,雑草乾燥重の推定値として利用しうる

と考えられた。また,算出された乗算優占度から,福島市

の畑において不耕起で,しばしば刈取り除草を行うような

栽培方法をとった場合,除草剤を用いなければ雑草量は次

のように推移することが示唆された。すなわち,①雑草量

は慣行栽培よりも増加する。②慣行栽培からの移行初年目

の冬作から多年車が次第に増加し,それは春期に特に多 く

なる。③夏作期間はメヒンバをはじめとする 1年草が優占

を続ける。
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